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は じ め に

募金活動実施にあたっての
衛生配慮に係るガイドライン ボランティアの

皆さま向け

GUIDELINE

新型コロナウイルス感染症流行に伴う影響で、人と人とが距離を取るこ
と、接触する機会を減らすことが求められています。
他者とのこれまでどおりのコミュニケーションが難しくなるなか、地域で

は、孤立、孤独の問題が深刻化しやすい状況が生まれています。
しかしながら、そんななかにあっても、地域には、つながりを絶やさない
ための活動を懸命に続けている団体があります。
これまで共同募金は、地域から孤立をなくすことをテーマに、活動を続
けてきました。そして、直接の接触が難しい今だからこそ、つながりを保ち
続けることを目的に活動する団体を支え続けることが大切だと考えます。
そこで本会では、コロナ状況下において、赤い羽根共同募金の募金活動

を安全に実施するための基本的な考え方を、ここにとりまとめました。
全国であまねく実施される共同募金運動において、基本的な考え方を

統一させた募金活動が実施されることは、運動に対する地域住民の皆さ
まの、安心と信頼を担保することにつながります。
つきましては、地域課題解決の取り組みを支えるため、コロナ状況下に

おいても活動に従事される皆さま方にあらためて心から感謝申しあげると
ともに、活動の際には、ぜひ次の事項をふまえて行動いただきますよう、ご
配慮をお願いいたします。

※この「募金活動実施にあたっての衛生配慮について」は、現時点での医学的知見に基づいて
考え方を定めたものです。

※今後医学的見解の変化に合わせて、内容を修正・変更していく可能性があります。



チェック
項目

新型コロナウイルス感染症は、一般的には飛沫感染、接触感染で感染するといわれています。つ
きましては、募金活動の際には、飛沫の拡散を防ぐこと、他者との直接接触を避けることの2点を
基本に活動いただきますようご配慮ください。

1 基本的なルール

●感染防止の基本は、一人ひとりの基本的感染対策にあります。
●	どんな場面における募金活動にあっても、ボランティアの皆さまは、以下の事項をお守
りいただきますようお願いいたします。

1）健康管理の徹底　� 　
・			身体の状態が以下①～③に一点でも当てはまる場合
は、活動の参加を控えるようにしてください。	
・	体温計測は客観的基準として有効ですので、活動の
際の事前の検温をお願いいたします。

①体温が 37.5℃以上の場合（または平熱を1℃以上超える場合）
　②咳、倦怠感等風邪の症状がある場合
　③海外渡航歴があり帰国後２週間を経過していない場合

2）手洗い・手指消毒の励行　� 　
・		活動前、活動中、活動終了後のいずれにおいても石
けんでの手洗いとアルコール等での手指消毒を徹
底されるようご配慮ください。

	

3）マスクの着用　� 　
・		募金活動中のマスクの着用を徹底するようご配慮く
ださい。

ガイドライン
G U I D E L I N E
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4）対人距離の確保　� 　
・		対人距離の確保は感染防止の重要事項です。しかし
ながら、共同募金運動は、コミュニケーションを通
じて、地域福祉活動の重要さを地域住民の皆さまに
ご理解いただき、募金協力いただくことを中心に成
り立ってきた活動です。
・			ついては、感染拡大のリスクをできる限り最小限にしながら、適切なコミュニケーション手
段を用いて募金活動が行われるよう、フィジカルディスタンス（物理的距離）をつねに意識
した行動をお願いいたします。

5）衛生管理　� 　
・	募金箱等をはじめとする共用資材は、募金活動の最
中も、定期的に消毒が行われるよう、ご配慮をお願
いいたします。

2 募金方法別のガイドライン

●ここでは、「①基本的なルール」をふまえたうえで、募金方法別に、活動を行う際に想
定される状況において、押さえていただきたいポイントをお示しします。
●	新型コロナウイルス感染症は、一般的には飛沫感染、接触感染で感染するといわれてい
ます。つきましては、募金活動の際には、飛沫の拡散を防ぐこと、他者との直接接触を
避けることの	2	点を基本に行動いただきますようご配慮ください。

●	実際の活動はすべて主催者、ボランティアの皆さまによる現場ごとの判断が優先されま
すが、その目安としてご確認ください。

1）街頭募金　�
・			一か所にボランティアの皆さま、寄付者が密集しないよう、対人距離を保つことのできる場
所での活動をお願いいたします。
・		対面状態で大きな声を発することは控えてください。拡声器やフェイスシールド等を用いる
ことも有効です。 フェイスシールドはクリアファイルでも

作成できます！詳しくは
https://www.akaihane-hyogo.or.jp

中央共同募金会ではポス
ターモデル桜井日奈子さん
による呼びかけ音声を用意し
ています。共同募金コミュニ
ティサイト（akaihane.jp）を
ご覧いただくか、最寄りの共
同募金会・共同募金委員
会までお問い合わせ下さい。
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・	寄付金の収受は募金箱により行い、手渡しは控えるようにお願いいたします。
・	赤い羽根の配布にあたっては、一枚の羽根に複数の寄付者の手が触れることがないようにご
配慮ください。

2）イベント募金　�
・		基本は「１）街頭募金」と共通しますが、参加人数、
会場レイアウトや座席配置等にご配慮ください。
・		会場が屋内にある場合は、定期的な換気のご配慮を
お願いいたします。

3）戸別募金　�
・		戸別訪問により募金活動を行う場合は適宜、手指の消毒を行うなどのご配慮をお願いいたします。
・	可能であれば屋内には入らず、玄関先等でコミュニケーションをとるようにご配慮ください。
屋内に入る場合は必要最低限の入室時間で退去するようご配慮ください。	
・	訪問時間を短時間にするために、チラシで趣旨を示して協力を呼び掛けることも有効です。
また相手の希望に合わせて訪問は行わず、電話、郵送、メールでのコミュニケーション手段
を用いることも有効です。
・	寄付金の収受は封筒で行うなど、手渡しはできるだけ控えてください。また、赤い羽根や領
収書は後刻ポストに投函するなど、手渡しはできるだけ控えてください。

4）法人募金　�
・	基本は「３）戸別募金」と共通しますが、訪問先の規模に合わせた訪問人数となるようご配
慮ください。

5）その他の募金方法等　�
・	基本は１）～４）の事項と共通します。基本的なルールをふまえたうえで、簡潔かつ的確に
趣旨をお伝えして協力いただけるようご配慮ください。

〔※参考資料〕
・    「新しい生活様式」の実践例（厚生労働省ホームページ）
 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html 
・  新型コロナウイルスに関する Q&A（一般の方向け）（厚生労働省ホームページ）
 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html

制作：中央共同募金会
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